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令和６年度学校関係者評価報告書

近畿大学附属高等学校・中学校

【１】近畿大学への進学について

大学キャンパスに隣接する近畿大学の附属校としての特性を最大限に活用し、高校課程

では、大学各学部による各種講座および実習が実施され、自らのキャリアデザイン構築に

結びつけることができる指導を展開し、中学校課程では大学各施設を利活用した体験型学

習が実施されたことが報告された。コロナ禍で実施できなかった医療関係の体験学習では、

令和５年度より再開した医学部見学に加えて、看護体験実習や薬学部見学実習も実施する

ことができた。高校課程第１学年全員が参加した近畿大学オープンキャンパスでは満足度

９０％だったことが報告された。今後も継続して中学校課程では主体的・対話的で深い学

びを実現し、高校課程では十分な知識をもち、それを活用した判断力・表現力を発揮でき

る主体性を育む指導を展開し、柔軟な思考と学び方を身につけた社会に貢献できる自立し

た学習者の育成と近畿大学への進学が肝要であることについて理解を得た。

【２】生徒育成の徹底について

昨年度に引き続き、登校時間の厳守と遅刻管理システムによる保護者との情報共有が

できたことにより、学校と家庭双方から遅刻生徒への支援の働きかけが実現したこと。

登下校時に周囲への配慮が足りない生徒に対して、年間計画に基づき指導していること。

生徒会が全校生徒対象に様々なアンケートを行い、集計を分析することで、より良い学

校環境の拡充に向けて話し合うことができたことが報告された。本校に対するお褒めの

言葉について、集会などで生徒を褒めて自己肯定感へと繋げ、苦情などについては、学

年集会、HR 活動、サイバーキャンパスを通じて、生徒への問題の投げかけ・注意・支援

行うことにより、一人ひとりが大規模校に通う生徒としての自覚を持つきっかけとなっ

た。その結果、全生徒が本校に対するクレームを自分事として受け止め、自己の行動の

変革に繋がったことが報告された。
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【３】学習指導の徹底について

iPadの利活用により、中学校課程では「自ら考え・自ら導き出す」授業を展開、ロイロ

ノート・スクールを利活用することにより、生徒が主体的に学べる学習機会が定着してい

る。高校課程ではロイロノート・スクールなど各種アプリを利活用する授業が定着する

傾向が続いたことが報告された。

授業満足度について、授業アンケートの肯定的回答率が、中学校８８．２％、高校９０．

７％で、生徒の満足度８０％以上という目標が達成されたことについて説明され理解を得

た。

社会貢献マインドを持ったグローバル人材を育成するため、ＩＢ(国際バカロレア)の

ディプロマプログラムの導入年次にあたり教職員全員の共通理解のもと取り組んだこと

が報告された。

【４】進路指導の徹底について

令和６年度は、国公立大学の合格者数は増加したことが報告され理解を得た。特進クラ

スの群・学年・教科担当者の連携と指導力を強化し、研修会や説明会を通じて生徒の目標

達成を支援していること。教員が国公立大学進学情報、在籍生徒の成績分析結果および志

望状況に関する情報を共有化した上での細かな進路指導を実施し成果をあげたこと。更に

生徒自身が将来像を描き進学目標を定められるよう、講演会や進学イベントを実施したこ

とを報告し理解を得た。令和５年度に引き続き、教員対象に予備校の教員などを招いて研

修会を実施したことが報告された。

【５】健全な経営状況の維持について

光熱水費が 1900 万円以上増加し、受変電設備更改工事・仮想サーバ基盤更改・高等学

校用特注シューズロッカー更改・中学校昇降機改修工事・生駒合宿所エアコン更改工事

等での支出が増え、令和６年度の経常的教育活動資金収支差額は赤字となったことが報

告され理解を得た。生徒募集人員を充足していることが報告された。

以上


